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フェアトレード委員会（委員数 17名／担当：淺井副理事長）

活動方針：
主として不正競争防止法および独禁法に関し、実務上重要な情報を収集・分析し、
会員企業に提供する。必要に応じて関係当局に意見具申する。

• 第１小委員会 8名
営業秘密の管理体制・漏洩防止に関する調査・研究

• 第２小委員会 5名
データ保護法制・データ利活用に向けた企業実務に関する調査・研究

• 第３小委員会 4名
知的財産権の権利行使活用と独禁法主張との相克に関する調査・研究

• その他活動： 研修会（A入門コース・C10コース）講師担当
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テーマ名（第１小委員会）
営業秘密の管理体制・漏洩防止に関する調査・研究
狙い 営業秘密漏洩や流出を未然に防止するための情報管理について、法律や社
会の最新動向を踏まえ、判例や事例研究、専門家との意見交換なども通じて、調
査・研究を行う。
内容の概略 秘密管理性概念や権利行使手法に関する近年の法改正や判例を
前提に、デバイスの更なる普及、テレワークやクラウド利用の一般化など、近年の事
業環境上のトピックを踏まえ、営業秘密管理についての実務提案を行う。
アウトプット＆スケジュール 資料「秘密情報マネジメントハンドブック（3版）」で発
表予定（2022年3月目標）

テーマ名（第２小委員会）
データ利活用・保護法制及び対応実務に関する調査・研究
狙い データ利活用・保護法制や企業実務を調査・研究し、法制度や実際の運用
等を踏まえた適切なデータ活用に関する実務上の留意点等を検討する。
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フェアトレード委員会（委員数 17名／担当：淺井副理事長）

内容の概略 データ利活用に関する企業実務について検討する。特にECサイト等
のプラットフォーム上のでデータ(主にNon-personal Data)の取扱い 、契約・規約
の在り方の検討を実施。また、各国で検討が進められているデータ政策の調査・研
究も予定。これらの過程で有識者との意見交換・ヒアリングも適宜行う。
アウトプット＆スケジュール 論考にて発表予定（2022年2月目標）

テーマ名（第３小委員会）
＿知的財産にかかる取引慣行への優越的地位の濫用の適用及びそれ等に端を発した
＿公的指針に関する調査研究を行う。
狙い 標記公取調査報告や指針等の表面的な理解が、知財条項をめぐる硬直的
な契約交渉を帰結する様な事なく、Win-Win取引がより実現されやすい様な、取
引全体の中での位置づけも観点に入れた実務提言を行う。
内容の概略 主に、共同Work成果の取扱（帰属含む）および特許保証をテーマ
に具体的な実務提言を行う。また特に海外企業との取引交渉における公取調査報
告の活用にも触れる。
アウトプット＆スケジュール 論考にて発表予定（2022年3月目標）


